
　

浦
添
市
勢
理
客
に
建
設
を
進
め
て
い

た
「
国
立
劇
場
お
き
な
わ
」
が
完
成
し

ま
し
た
。
国
立
の
劇
場
と
し
て
は
、

「
国
立
劇
場
」「
国
立
演
芸
場
」「
国
立

能
楽
堂
」「
国
立
文
楽
劇
場
」「
新
国
立

劇
場
」
に
つ
い
で
、
全
国
で
六
番
目
の

施
設
と
な
り
ま
す
。
平
成
十
二
年
十
一

月
の
着
工
以
来
、
鋭
意
工
事
が
進
め
ら

れ
、
本
年
七
月
末
に
完
成
し
、
去
る
八

月
三
十
一
日
に
は
、
多
く
の
来
賓
を
迎

え
竣
工
式
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
来

年
一
月
十
八
日
に
は
柿
落
し
の
落
成
式

典
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
一
月
二
十
三

日
か
ら
八
週
間
に
亘
っ
て 
、
開
場
記
念

公
演
が
催
さ
れ
ま
す
。

　

は

じ

め

に　
　
　
　
　
　

　

琉
球
王
国
に
は
、
か
つ
て
国
王
の
代

替
わ
り
ご
と
に
中
国
か
ら
「
冊
封
使
」

と
呼
ば
れ
る
使
者
が
渡
来
し
、「
冊
封

（
国
王
に
任
命
す
る
と
い
う
詔
勅
を
与

え
る
こ
と
）」の
式
典
が
行
わ
れ
て
い
ま

し
た
。
琉
球
王
府
は
、
冊
封
使
を
も
て

な
す
芸
能
公
演
の
た
め
、「
踊
奉
行
」
を

設
け
数
多
く
の
音
楽
、
舞
踊
や
演
劇
を

仕
立
て
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
芸
能
は
総

称
し
て
「
御
冠
船
踊
」
と
言
わ
れ
、
十

八
世
紀
に
時
の
踊
奉
行
、
玉
城
朝
薫
に

よ
っ
て
、
そ
の
基
礎
が
固
め
ら
れ
、
大

成
し
た
も
の
で
す
。
特
に
「
組
踊
」
は
、

沖
縄
の
芸
能
や
、
故
事
を
基
礎
に
し

て
、
本
土
の
能
、
狂
言
、
歌
舞
伎
等
の

影
響
を
受
け
て
創
作
さ
れ
た
も
の
で
、

一
七
一
九
年
に
首
里
城
御
庭
の
特
設
舞

台
で
初
め
て
上
演
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
土
復
帰
の
年
、
昭
和
四
十
七
年
に

組
踊
は
国
の
重
要
無
形
文
化
財
に
指
定

さ
れ
ま
し
た
が
、
沖
縄
に
は
、
伝
統
芸

能
を
公
演
す
る
施
設
が
な
か
っ
た
た

め
、
専
用
の
劇
場
の
建
設
が
、
沖
縄
県

及
び
地
元
関
係
者
か
ら
、
長
く
要
望
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

　

折
か
ら
、
平
成
八
年
に
沖
縄
振
興
策
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の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
つ
と
し
て
劇
場

の
設
立
が
位
置
づ
け
ら
れ
た
こ
と
か

ら
、
文
化
庁
と
沖
縄
開
発
庁
（
当
時
）

で
共
同
し
て「
国
立
組
踊
劇
場（
仮
称
）」

の
設
置
を
進
め
る
こ
と
に
な
っ
た
も
の

で
す
。
文
化
庁
は
、
劇
場
の
在
り
方
に

つ
い
て
検
討
を
進
め
、
沖
縄
開
発
庁

は
、
設
計
費
、
工
事
費
を
計
上
し
、
こ

れ
を
受
け
た
沖
縄
総
合
事
務
局
で
、
設

計
及
び
工
事
発
注
を
行
っ
た
も
の

で
す
。

　

計

画

概

要　

　

　

　

　

国
立
劇
場
お
き
な
わ
は
、
主
舞
台
、

上
手
袖
舞
台
、
下
手
袖
舞
台
を
持
ち
、

回
り
舞
台
、
前
舞
台
、
花
道
等
の
床
機

構
を
設
備
し
た
大
劇
場
及
び
小
規
模
の

公
演
、
研
修
等
に
使
わ
れ
る
小
劇
場
を

持
つ
も
の
で
す
。
さ
ら
に
、
多
数
の
稽

古
室
、
研
修
室
等
を
配
置
し
、
伝
統
芸

能
の
あ
ら
ゆ
る
可
能
性
に
対
応
で
き
る

よ
う
設
計
さ
れ
、
沖
縄
伝
統
芸
能
の
殿

堂
と
な
る
も
の
と
し
て
構
想
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

こ
こ
で
は
、
組
踊
、
琉
球
舞
踊
、
琉

球
音
楽
、
沖
縄
芝
居
等
の
沖
縄
伝
統
芸

能
、
沖
縄
の
伝
統
を
踏
ま
え
た
創
作
、

本
土
の
伝
統
芸
能
、
ア
ジ
ア
・
太
平
洋

地
域
を
中
心
と
し
た
海
外
の
民
俗
芸
能

等
の
多
彩
な
公
演
行
事
が
行
わ
れ
る
だ

け
で
な
く
、
伝
承
者
の
養
成
、
研
修
も

行
わ
れ
、
ま
た
、
沖
縄
伝
統
芸
能
に
関

す
る
資
料
を
収
集
し
、
保
存
、
活
用
す

る
こ
と
も
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

施
設
配
置
と

　

周
辺
整
備
計
画

　　

劇
場
は
、
西
海
岸
道
路

と
小
湾
川
の
交
差
す
る
敷

地
の
中
央
に
、
建
物
の
正

面
を
東
向
き
と
し
、
ま
わ

り
を
広
場
、
野
外
芸
能
空

間
、
駐
車
場
で
囲
む
ほ
ぼ

正
方
形
の
形
で
配
置
し
て

い
ま
す
。
劇
場
建
設
に
合

わ
せ
て
浦
添
市
で
は
、
劇

場
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
の

拡
幅
や
歩
道
の
整
備
及
び

南
側
・
西
側
の
隣
接
地
に
、

組
踊
公
園
（
仮
称
）
を
整

備
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
東
側
の
隣
接

地
に
は
、
結
の
街
（
仮
称
）
整
備
事
業

が
、
本
年
九
月
に
着
工
し
、
平
成
十
六

年
度
中
の
竣
工
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

劇
場
周
辺
が
、
一
体
的
に
整
備
さ
れ
る

こ
と
に
よ
り
、
国
立
劇
場
お
き
な
わ
を

中
心
と
し
た
文
化
ゾ
ー
ン
が
形
成
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

設

計

趣

旨　

　

　

　

　

設
計
に
お
い
て
大
き
な
課
題
、
テ
ー

マ
と
な
っ
た
の
が
、

　

・「
沖
縄
ら
し
さ
」
や
「
伝
統
的
」
と
い

う
こ
と
を
如
何
に
表
現
す
る
か
。

　

・
組
踊
を
は
じ
め
と
す
る
沖
縄
の
伝

統
芸
能
の
た
め
の
劇
場
の
在
り

方
、
舞
台
・
客
席
形
式
は
何
か
。

と
い
う
二
点
で
す
。

　

沖
縄
ら
し
さ
や
伝
統
の
表
現　

　

琉
球
王
朝
時
代
の
民
家
の
特
徴
に
、

長
大
な
庇
が
、
深
い
影
を
つ
く
る
「
雨

端
（
あ
ま
は
じ
）」
と
呼
ば
れ
る
軒
下
空

間
と
、
格
子
状
や
、
網
代
状
に
竹
を
組

み
込
ん
だ
「
チ
ニ
ブ
」
と
呼
ば
れ
る
外

壁
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
陽
射
し

を
和
ら
げ
た
り
、
風
を
通
し
た
り
と
、

激
し
い
気
候
や
環
境
を
た
だ
遮
断
す
る

の
で
は
な
く
、
気
候
風
土
と
共
生
す
る

中
か
ら
生
ま
れ
て
き
た
も
の
で
す
。
こ

の
伝
統
的
建
築
様
式
を
意
匠
的
な
モ

チ
ー
フ
と
し
、
造
形
的
な
プ
レ
キ
ャ
ス

ト
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
外
壁
で
表
現
し
、

堅
牢
で
彫
り
の
深
い
、
か
つ
呼
吸
す
る

よ
う
な
建
築
を
目
指
し
ま
し
た
。　
　

　

こ
の
外
壁
は
、
一
・
九
ｍ
モ
デ
ュ
ー

ル
で
網
代
状
の
斜
格
子
の
ユ
ニ
ッ
ト
が

連
続
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
こ
れ
を

現
場
打
ち
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
コ
ン
ク
リ
ー

ト
で
製
作
し
ま
し
た
。
こ
の
外
壁
は
、

ひ
ね
り
を
伴
っ
た
三
次
元
の
複
雑
な
形

状
を
し
て
お
り
、
形
状
の
検
討
、
製
作
・

建
て
方
の
問
題
点
等
を
把
握
す
る
た

め
、「
モ
ッ
ク
ア
ッ
プ
」
を
製
作
し
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
精
度
の
高
い
ユ
ニ
ッ

ト
の
製
作
が
可
能
と
な
り
、
施
工
性
も

向
上
し
、
設
計
の
意
図
を
十
分
反
映
し

た
出
来
映
え
と
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。
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沖
縄
伝
統
芸
能
の
舞
台
形
式　

　

琉
球
王
朝
時
代
に
組
踊
は
、
首
里
城

の
「
御
庭
（
う
な
ー
）」
で
三
間
四
方
の

舞
台
を
仮
設
し
て
、
演
じ
ら
れ
て
い
ま

し
た
。
現
在
で
は
、
舞
台
に
所
作
台
を

敷
き
演
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。
元
来
、
沖

縄
の
伝
統
芸
能
は
屋
外
で
演
じ
ら
れ
て

お
り
、
歌
舞
伎
や
能
、
オ
ペ
ラ
の
よ
う

に
範
と
す
る
も
の
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
そ
こ
で
、
地
元
の
演
者
、
演
奏
家
、

演
出
家
、
舞
台
技
術
者
、
研
究
者
等
の

意
見
を
う
か
が
う
た
め
、
ヒ
ア
リ
ン
グ

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
、
さ
ら
に

仮
設
舞
台
を
制
作
し
て
の
検
証
を
通
し

て
、
劇
場
、
舞
台
形
式
を
ま
と
め
ま
し

た
。
こ
の
結
果
、
大
劇
場
は
、
オ
ー

プ
ン
ス
テ
ー
ジ
と
プ
ロ
セ
ニ
ア
ム
ス

テ
ー
ジ
の
両
機
能
を
備
え
た
他
に
例
を

見
な
い
可
変
式
舞
台
と
な
り
ま
し
た
。

　

大　
　

劇　
　

場　
　
　
　
　

　

大
劇
場
は
二
層
と
な
っ
て
お
り
、
両

側
に
バ
ル
コ
ニ
ー
席
を
設
け
、
舞
台
を

三
方
か
ら
取
り
囲
む
よ
う
に
配
席
し
て

い
ま
す
。
組
踊
公
演
時
の
オ
ー
プ
ン
ス

テ
ー
ジ
で
五
百
七
十
八
席
、
通
常
の
プ

ロ
セ
ニ
ア
ム
ス
テ
ー
ジ
時
で
六
百
三
十

二
席
と
な
っ
て
お
り
、
花
道
設
置
時

は
、
五
百
七
十
九
席
で
す
。
劇
場
は
、

芝
居
小
屋
の
伝
統
的
な
形
状
で
あ
る
箱

形
で
、
木
格
子
を
使
っ
た
内
装
に
は
、

伝
統
的
な
意
匠
の
美
し
さ
、
深
み
と
柔

ら
か
さ
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
緞
帳
は
、
格
子
状
に
凹
凸
を

付
け
る
と
い
う
工
夫
が
さ
れ
て
お
り
、

格
子
の
向
こ
う
に
水
平
線
や
風
景
の
よ

う
な
も
の
が
見
え
る
抽
象
的
な
も
の
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
に

よ
り
い
ろ
い
ろ
な
表
情
を
醸
し
出
す
デ

ザ
イ
ン
と
な
っ
て
い
ま
す
。
紅
型
幕
も

設
置
し
て
あ
り
、
人
間
国
宝
玉
那
覇

有
公
氏
に
デ
ザ
イ
ン
を
お
願
い
し
た
も

の
で
す
。

　

小　
　

劇　
　

場　
　
　
　
　

　

小
劇
場
は
、
客
席
数
二
百
五
十
五
席

で
、
比
較
的
小
規
模
の
公
演
を
想
定
し

て
い
ま
す
。
大
劇
場
の
よ
う
な
回
り
舞

台
や
迫
り
と
い
っ
た
も
の

は
設
け
て
い
ま
せ
ん
が
、

こ
ぢ
ん
ま
り
と
し
た
劇
場

は
、
客
席
と
舞
台
の
一
体

感
と
親
密
な
雰
囲
気
を
作

り
出
す
こ
と
が
で
き
、
独

演
会
や
発
表
会
に
は
最
適

で
す
。
小
劇
場
に
設
置
さ

れ
て
い
る
緞
帳
は
、「
ニ

ラ
イ
カ
ナ
イ
」
を
イ
メ
ー

ジ
し
て
デ
ザ
イ
ン
し
た
も

の
で
、
夢
と
希
望
を
感
じ

さ
せ
る
も
の
と
な
っ
て
い

ま
す
。

共
通
ロ
ビ
ー
・　

　

ホ
ワ
イ
エ

　

共
通
ロ
ビ
ー
は
、
観
客

の
動
線
の
核
と
な
る
場
所

で
、
こ
こ
を
基
点
に
大
劇

場
、
小
劇
場
等
に
ア
ク
セ

ス
し
ま
す
。
左
側
が
大
劇

場
と
ホ
ワ
イ
エ
、
右
側
が

チ
ケ
ッ
ト
カ
ウ
ン
タ
ー
と

カ
フ
ェ
、
右
奥
に
小
劇
場

が
配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
の
正
面

一
階
に
資
料
展
示
室
、
二
階
に
は
レ

フ
ァ
レ
ン
ス
ル
ー
ム
が
設
け
ら
れ
て
お

り
、
沖
縄
の
ほ
か
国
内
外
の
伝
統
芸
能

の
資
料
の
閲
覧
が
出
来
る
よ
う
配
慮
さ

れ
て
い
ま
す
。
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楽
屋
・
稽
古
室
等　
　
　
　
　

　

劇
場
に
は
、
用
途
に
応
じ
た
大
き
さ

の
楽
屋
が
備
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
三
階
に
は
、
養
成
研
修
室
や
大
稽

古
室
を
は
じ
め
と
す
る
施
設
を
数
多
く

設
け
、
技
芸
の
正
統
な
継
承
、
伝
承
者

の
養
成
を
組
織
的
、
一
元
的
に
事
業
と

し
て
行
っ
て
い
く
こ
と
が
可
能
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

お
わ
り
に　
　　

　

国
立
劇
場
お
き
な
わ

は
他
の
国
立
劇
場
と
同

様
に
日
本
芸
術
文
化
振

興
会
の
施
設
で
す
。
劇

場
の
管
理
運
営
は
、
沖

縄
の
伝
統
芸
能
、
文
化

の
独
自
性
を
い
か
す
た

め
、
地
元
関
係
者
に
よ

り
設
立
さ
れ
た
「（
財
）

国
立
劇
場
お
き
な
わ
運

営
財
団
」が
行
い
ま
す
。

今
後
、「
組
踊
」
を
中
心

と
す
る
沖
縄
伝
統
芸
能

の
保
存
振
興
を
図
る
と

と
も
に
、
沖
縄
の
地
理

的
、
歴
史
的
な
特
性
を

い
か
し
、
伝
統
文
化
を

通
じ
た
ア
ジ
ア
・
太
平

洋
地
域
の
交
流
の
拠
点

と
な
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
く
こ
と
に
な
り

ま
す
。
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